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ISTQB 用語集のイントロダクション 

対象範囲 

ソフトウェアテストを行う際に使用する ISTQB 標準用語集の用語には、さまざまな ISTQB シラバスで使用

されるテスト用語の定義が含まれる。この用語は、ISTQB シラバスにてキーワードとして記載されているす

べての用語と、同様に重要な他の用語が含まれる。 

 

ISTQB 用語集は、テストにて特化した意味を持つ用語を対象にしている。他のソフトウェアエンジニアリン

グ分野の用語は、ISTQB の各種シラバスで使用されている場合でもこのドキュメントの対象範囲には含め

ていない。ただし、ソフトウェア品質保証およびソフトウェアライフサイクルモデルで使用されているテストに

関連しない用語であっても、テストで重要な役割を果たしている場合は、このドキュメントの対象範囲に含

めている。 

ISTQB 用語集の目的 

この用語集には 2 つの目的がある。 

• さまざまなシラバスで使用される用語を定義することによって、ISTQB シラバスの後ろ盾となる。 

• テストの語彙における標準を提供することによって、国際的なテストコミュニティおよびテストに関わ

る人たちとのコミュニケーションの後ろ盾となる。 

 

この用語集の作成において、ISTQB 用語集ワーキンググループは、幅広く受け入れられる国際的なテス

トの標準を作成することを目的として、産業界および公的機関から幅広くさまざまな見解およびコメントを求

めてきた。全体的に合意を得ることは、この性質の集約においては，全くないとはいわないが、簡単に達

成できるものではない。 

この用語集への貢献は、世界中のテストコミュニティから寄せられている。 

 

英語で書かれている現在の用語集は、他の言語もサポートするように設計されている。 

ISTQB のメンバである各国の委員会は、各国の言語に翻訳することが奨励されている。 

用語集の構成 

この用語集は、アルファベット順に並べられた用語と定義からなる節で構成されている。 各用語について、

必要に応じて以下の属性が追記される。 

- Synonyms（同義語）:用語の中には、他の同義語よりも優先されるものがあり、その場合は、優先度の高

い用語を見出し語として掲載し、他の用語を同義語として示している。  

- See also（も参照のこと）:見出し語として掲載した用語には関連する用語への相互参照を含めている。こ

の相互参照では、上位語から下位語への関係、および 2 つの用語間の重複する意味などについて示し

ている。 

- Ref（参照）: 「After」（例えば、ISO 9126）を追加しない場合、参照元の定義をそのまま使用することを意

味する。ISTQB 用語集の文脈に適合させるために定義を少しだけ変更して使用する場合、（例えば Ref：

After ISO 9126）のように「after」を追加して使用する。以降に、ISTQB 用語集で使用する参考文献の一

覧を示す。 
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改訂履歴 

 

◆ ISTQB® 

バージョン 日付 摘要 

V1.3 31 May 2007 メンテナンスバージョン。 

V2.0 2 December 2007 ファンデーションレベルシラバスとアドバンスレベルシラバスで使われて

いる用語を追加。利用者からの変更要求に対応。 

V2.1 1 April 2010 エキスパートレベルシラバス「テストプロセス改善」のキーワードを追加。

アドバンスレベルで使われている用語を追加。記載内容の一貫性を修

正。 

V2.2 19 October 2012 エキスパートレベルシラバス「テストマネジメント」のキーワードを追加。ア

ドバンスレベル２０１２で使われている用語を追加。利用者からの変更要

求に対応。 

V2.3 28 March 2014 ファンデーションレベルシラバス「アジャイルテスター」のキーワードを追

加。利用者からの変更要求に対応。 

V2.4 4 July 2014 エキスパートレベルシラバス「テストオートメーション」のキーワードを追

加。アドバンスレベル２０１２で使われている用語を追加。文書フォーマッ

トを ISTQB 標準に準拠。 0.x 節の言い回しの修正。 

V3.0 26 March 2015 紙ベースからデータベースへの移行し、シラバスベースでのレポート機

能を実装。ETM シラバスと MBT シラバスのキーワードを追加。フォーマ

ット、ハイフンの一貫性とスペルミスの修正 

V3.01 27 May 2015 シラバスベースの機能の調整（技術的対応のみ） 

V3.1 18 March 2016 アドバンスセキュリティシラバスの用語を追加。 「フォールト攻撃」という

用語の定義に対し非機能障害を含むように汎化し、例えば セキュリティ

上の脆弱性も含まれるよう対応。 

各リリースで変更した用語リストを取り出す機能をデータベースに追加。 

V3.2 04 June 2018  新しい CTFL 2018シラバスで使用されているすべての用語に対し

て、現在の国際標準との整合性や、ユーザーおよびトレーニング

プロバイダーから受け取った変更要求を含めた大幅な改訂。 

特定のリリースで変更された用語のリストは、用語集データベースから取得できます。 

 

◆ JSTQB® 

バージョン 日付 摘要 

Version 1.3 2008-07-04 ISTQBV1.3(メンテナンスバージョン)に対応 

Version 2.0.J01 2009-11-20 シラバスに合わせて修正 

バージョン表記方法の変更 

Version 2.0.J02 2011-04-19 ※J02 では表記上の修正のみを行ない、用語の変更、削除、新規

追加等は行なっていない 

✓ 日本語としての揺れを一部修正 

✓ 誤字脱字を一部訂正 

✓ フォントなど一部表記を訂正  

✓ セキュリティ設定の変更 

Version 2.1.J01 2012-06-01 ISTQB 用語集 Version 2.1 (dd. April 1st, 2010) に対応 

和訳の表現を全体的に見直し 

以下用語削除 

✓ ユニットテストフレームワークツール 

以下用語名変更 



 

✓ インシデント管理ツール → インシデントマネジメントツール 

✓ インストーラビリティ → 設置性 

✓ インストーラビリティテスト → 設置性テスト 

✓ カバレッジ計測ツール → カバレッジ測定ツール 

✓ 擬似乱数 → 擬似ランダム 

✓ 構成管理委員会 → 構成コントロール委員会 

✓ 構造ベーステスト → 構造ベースドテスト 

✓ コードベーストテスト → コードベースドテスト 

✓ 資源利用 → 資源効率性 

✓ 資源利用テスト → 資源効率性テスト 

✓ 実際の結果 → 実行結果 

✓ 実際の結果 → 実行結果 

✓ 仕様ベーステスト → 仕様ベースドテスト 

✓ 仕様ベーステスト設計技法 → 仕様ベースドテスト設計技法 

✓ 証明 → 認定 

✓ 信頼テスト → コンフィデンステスト 

✓ 遂行済み（の物） → 遂行済み（のもの） 

✓ 制御フロー分析 → 制御フロー解析 

✓ 成熟度 → 成熟性 

✓ 操作性 → 運用性 

✓ ソフトウェア有用性測定一覧表 → ソフトウェア使用性測定一覧

表 

✓ タイムビヘイビア → 時間的振る舞い 

✓ 提供品 → 成果物 

✓ デヴィエーション → 逸脱 

✓ デヴィエーションレポート → デヴィエーションレポート 

✓ デザインベーステスト → デザインベースドテスト 

✓ テスト駆動型開発 → テスト駆動開発 

✓ テストデータジェネレータ → テストジェネレータ 

✓ テスト入力データ → テスト入力 

✓ テストの目的 → テスト目的 

✓ テスト見積 → テスト見積り 

✓ テスト容易性 → 試験性 

✓ テスト容易性レビュー → 試験性レビュー 

✓ ディフェクトマスキング → 欠陥マスキング 

✓ 独立性 → テストの独立性 

✓ バグ追跡ツール → バグトラッキングツール 

✓ ビジネスプロセステスト → ビジネスプロセスベースドテスト 

✓ フォールトトレランス → 障害許容性 

✓ 変異解析 → ミューテーション解析 

✓ 変更条件判定カバレッジ → 改良条件判定カバレッジ 

✓ 変更条件判定テスト → 改良条件判定テスト 

✓ 変更複合条件テスト → 改良複合条件テスト 

✓ 変更複合条件カバレッジ → 改良複合条件カバレッジ 

✓ 法令遵守 → 標準適合性 

✓ 法令遵守テスト → 標準適合性テスト 

✓ メトリクス → メトリック 

✓ ユーザビリティ → 使用性 

✓ ユーザビリティテスト → 使用性テスト 

✓ 要件ベーステスト → 要件ベースドテスト 

✓ リスクベーステスト → リスクベースドテスト 



 

✓ 論理網羅テスト → 論理カバレッジテスト 

 

Version 2.2.J01 2013-10-19 ISTQB 用語集 Version 2.2 (dd. October 19th, 2012) に対応 

誤記および表現の揺れを全体的に修正(意味が異なるような対処につ

いては以下に用語毎記載) 

以下の用語に対して用語説明を変更 

✓ ミューテーションテスト 
 

Version 2.2.J02 
 

2014-04-25 「3.構成」章の「並び順」の説明を一部変更 

 

以下の用語に対して用語説明を変更 

✓ アクセシビリティテスト 

✓ グラスボックステスト 

✓ 構造テスト設計技法 

✓ 構造テスト 

✓ 構造ベースのテスト設計技法 

✓ コードベースドテスト 

✓ チェックリストベースドテスト 

✓ バランスドスコアカード 

✓ 論理カバレッジテスト 

✓ 論理駆動テスト 

 

Version 2.2.J03 
 

2014-05-12 以下の用語に対して用語説明を変更 

✓ 頑健性〔堅牢性〕 

✓ 工場受け入れテスト 

✓ 故障モード影響解析 

✓ ボリュームテスト 

 

Version 2.3.J01 2014-10-29 ISTQB 用語集 Version 2.3 (dd. March 28th, 2014) に対応 

誤記及び表現の揺れを全体的に修正(意味が異なるような対処及び用

語名称の変更については以下に用語毎記載) 

以下の用語に対して用語説明を変更 

✓ DD パス 

✓ 品質の属性 

 

Version 2.3.J02 2015-03-25 以下用語名変更 

✓ 論理テストケース → 論理的テストケース 

以下の用語に対して用語説明を変更 

✓ N スイッチカバレッジ 

✓ N スイッチテスト 

✓ 受け入れテスト 

 

Version3.2.J01 2019-08-28 用語集データベースに日本語を搭載し紙ベースを廃止。 

V3.1と V3.2に対応 

 

 


